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国民党の土地政策の歩みのー側面

← 湯'ii:諜教慢の追悼を兼ねて

か戴
E ’、

同 揮

1. はじめに 滞入による経済開発策，幾業，農民問題の把握とそれに

中国近・川代史の通史を，：，tくと仮'iELて課題を広げろ 作ろ土地政策，渓i也改革滋の形成過程等に関する研究

ミととし上九日下日本の学界の指向しつつある定型化 は事実アグアにおける上からの近代化政策の前途を

への道程にはかなりの盲点があるように思われる。 予測するのにもっともよいケーススタディーの対象とな

わたくしなりに本院とのかかわりあいでその盲点のj りうることは筆背の指摘をまたないものであ汚う。

なものを拾いあげると次の2点がある。 仙台湾研究の欠格：本点に関して，筆者はとこ数年来

(1!1930年代研究の欠落：本｝；~に関十る指摘；上すでに為 そllを杓協し，その欠落の補填にさきやかな試みを展開

者によってなされているものであるが，不勉強にしてそ したので本稿では議複を避けて割愛する。

の欠落に「目する指摘の具体的視点に／パ、てに多くを免Ji, L記の欠落を埋めるための研究に好個な資料2点が最

ない。 .ii:i:台湾で刊行された。

19'.lO年代の世界史そめぐる大状況につし、ては軒ll寺ふれ その第 1冊が『湯恵、務先生言論集』（1968年11月20日，

tr. tどして t,19:JOf下代の：I＇同大陸内；%における状抗； t {,. iヒ〉で編集者は湯氏の未亡人， f易沈惹英である。

明t，かに革命の主体の交代期にあたる。革命の志向しl二 第 2冊は湯恵、害事先生記念集編印委員会の編集した『；勢

力、仁｝の近代｛ヒから下かちの「近代jの11・.揚を包渋したM Ji/i':長先生記念集』 (1967年11月20f]，台北）である（九

の現代化を flざす強い統一的志向に移行しつつあったHキ なみに両警とも非売品〕。

Jむ｜戸ある。 11il者の志向をめざした政党fn、う E主でもたく 本稿で紹介しよろとする資料は上記2冊が中心である

中国国民党で，後者は中国共産党である。 が，そのII骨にまず，湯窓誌の入とり一事についてふれてお

係者に工る革命::l".H：の形成と下か~.の京命てネルギー とう。

（／）机織化I.J:＇，、うまで tなく農民を主な対象と Lたもので 2. 2易葱藁の人と仕事

あづた。その主な政策の具現化は土地政策に，実践の課 i易氏は江蘇省崇明憾の産，生まれは1897年（光諸23年）

t~i: t土地政if；にそれぞれおかれた。ドhらめ道lこ対抗し である。

て，中国国民党は国民党なりの］二からの諸施策をその多 辛亥革命後，中閣では消末以来の「変法図強」の志向

くがぺーがープラ Lに終ったとして乞点、ちおラ試みよこり を継承して実学を提侶， f号はその実学提｛富でできた良工

われわれがもし生き生きとした通史を苦手くとしたらま 織業専門学校の一つである南京江蘇省立第一農業学校の

さに上記の過程の実在里分析を精鍛にして，総合的な立体 早期の卒業生であるc

把握を試みるごとで果たさなければな C》なヤ。歴史をや i誌は同校4年を卒業，引き続き母校の農業化学の助手

ぶことの意味が，過去を学んで現在を把握し，あわせて を務めた後1917年冬に来日，翌年春に鹿児島高等農林に

未来を予測するととにあるとすれば， 上記の欠落は， （！と 入学：，農業化学を専攻するc 学業成績はトッデにランク

して見過ごして良いものではなかろう。世界史像の自主 されたがなぜか学校当局の息にふれ（湯夫人の編集した

的偶成の道線におLぺ後進医ーなかんずく東市アジ f 「事略J(.11〕と「伝絡J(it 2）に拠る入余儀なく作物学

一ーの政治，経済，社会の近代・現代史像の自主的構戒 （稲作を【i＇心にする）に転向， 1担1年に同校を卒業L:t.こ。

がII下の可：ぃJ欠の重大なる研兜課題である限り，中間近 卒業後日本各地の農事試験場と農業科学関係諸施設を

・士見代史像ハ：・1主酌構ぽもまたその下11J欠のね土なろう υ 悦袋してゆ国， f{(t，に封責任省立農事試験場結芸科長の任

中間の1930年代の研究一一ーなかでも中国国民党の外資 に就くが半年足らずで母校江蘇省立第一農業学校に移り
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Rtl1〕i日、ti!t；主！壬をj店,iiう〔4:r交で｛をII川f可僚J仁会）ii ?,' o > 1;rni処i正に赴任Lq，原における農業生fifi振艇をl!l, 

（叫If1if~f肝Jill:河野行委 i,-:l_ ：；－，く略称 .r （、 RR＞の HUミ てド1fr4f'(J＇に大均照 e拐をぷ立し試験な人びに普便事業

日） : :: r11会ろ 0 ?t氏 t 同じぐ iµJt，交の _ft[1 守ふ＇ 1:~1。なお を試みるが，内戦のため3カ月で頓f仇 j折Jて信建設庁｛，

、＇＇rn寺l乃人 Y欠之空： I乏H1'.Lて氏i土［i干

J円{i＇、’f宍き主学？司E♂〕J教nと十：trト全F壬を1、1在i破！ ナ三f、 1930/f＞存， Nび第三争中lL1大－ミI:jJ'Jc''-y: 巨','c/J、，）Gk品fl(l'l2'l(j＇.牛

j℃の母T士で｝上｛号カ：fi言｛乍＇） I平」文白で－＂＇ろ：，， ' 

！）竜1号合特i，工し’【111母11:Jrl、］♂）陥を「T数－！内f話（；；め’，1"n系［；’，J/L 大ρ；ιかんヨ一口、ッペ農業事情の視察に派遣される。

法を利用しだ汗~；；験全 l1fr ～へとが， 2 rriE ：－－， ←「で，校長 況は青応，大連，長春を経てii作雨浜に走i、きソヴィヱト

グJ更迭に「ドう東西こ；1：派（日本｛￥／学生と欧米間学生両派の の入同ピザを取得Lたうえで、外蒙干にシベリ人モス

ことであろう）の争いで母校を！税れざるを得なくなった。 アワ， r7／レシャワを経由してベルリンに至る。

ムなみに木次!j''.(;,l，＇，での稿作育 R主力1中間 f台湾を｜佼く）に おはこの機会をとらえ， ドイツ留学を大学当局に要求

おける先原的なものといわれる＇.，， 11。 L，ひき続きペルリン農科大学の大学院にてアーレポー

上記の挫折守契伐に渇：土民業経済iこf手攻ーを変えるが， 教被i二！'iii事，農業経常の研究に従事するかたわら積極的

そり主な理由としてあげんれてし、るのは，稲作一研究には に皮主経営試験場の実胃にも参加した。同じ頃ぺyレリン

民間的に同定した同J尽力士ぷ唆でふろが今、片時の中1,-J大陸 大ヴ’にit犠打＇（1を口の国民党の土地行政の中心的人物で

の作会事情はその条件モヲ主た tことが宇T-91でなかフたど 現在台湾上地銀行主事長〉が経済学の寺攻で留学LてL、

い行てとで私 ：；：， ノ ,j io た。ア レボー教慢は手当時Jミノレリン~科大学の学長の｛王

1件23年9月i,,市殺を1!1東雲えた専門学校lこ作L，それJ',I_ に.t,,りながらぺILリン大学iこおし、ても農業経営と農業政

kt，日作の作物f川iJlilFrだにはNびふれる二とはなくも Jぱ 前九議じていたので，湯Ey宥はいわば［，i］じ人を師にiliiv、

ら！土業経済をじな研究探；：｛；に選ぷ。 で十／：ので、ふる。ぬとぷのH'i会いは三たにととに始まる。

111茸｛でグl:1 if'r,~ ：こ J山、て忠実終済の；，t:l,慰iJW，•政 1t I_ I~ lリellq,.下、l',ff.から19:'l2fF10月の/l可には Itにテ、ンマーケ

,t,';1 t, 1926年位、1\11寺のt＇~＇＇；： ,ff；＇~＇／：の 1ji[1Qにおける命令！！の 士／て t'J.」，南避しとはス fス，プラン勺オーラングを訪

人汗i/{,t（東J；：伝大／I＇，，；；六に「 t4Uを11¥J;',';';J< 1935；十， ,it, l'.',;t ')I平｝f.;3 上び研究施／~企 ct:搬し滞欧の最｛出土t

I N~司氏「［）J刊行＞どr,,1；，夜、 q,I !iJJ也政研究所が＇（（川 ＃1,i'i ’ヤ久川ード1；＇.日正終済研究巧での I’判明の研究で1r終

見、を縮問吃［ljI_ ,Iこ「！去、~終済乍』＜ Hli!f’，＼；：＇Irt: l'J、194'.li!' {/) ＇｛、士山、主、 J bた。

1 I j 朽JI版、電：~：. 19471J]Olj :ll(J;, L:;f11, %f'.:::[J九作＇：＞ i叫：1:_,:1秋以[11vij全にi叱＂＇，オーベトリ γ， fクリー，

¥:IJ，，もう）に『〔I¥、だきれ II;r;u，業大’i’¥I1n三氏 1.LULtこ ス 1 人：）fかI，ボンペ f、七 f 日ン，ン二ノり、ポ一、；~－， ，・守港

l f斤・tf壬Lf二。 をれ111LてP上海に帰着する。

1927午り！！にはi可CJi'i'iIiにMI!, ！と｛x.Hl1ix.・、I三二とを ；位＇tヘ！’i人情ily t:義高の11‘色人極にけする慌暴ts_1引 i

1／！険に日lj~ ＇t され.＇： iJfr, I大、、＇：＇:J;!;'Yil『iJ;'tぞれ；－z-?Hの宍主 に！・：v;r心こど多かぺたという。

時済’？jl1_'l：教照と祁r_i:i'H¥ C千年Jうえfalのこと） ,:H：にrlt{H・ I932!f11JJ帰り著いた湯：t再び許E肢が院長（学］＇［ ill,i:)

ム。ちなみに＇）） i竺＇／： 11~~ ： -l: 十fi)lliニふ， s た 1:1/if:i ！＇.＇：•与を吸収 ｛s 七＇）とめる淑江大•＇'f:良ゾt院に1~職，アーレボーに学んだ

:iiL新売足LJ二’γ校一σふる（湯と JCRR171ft iイモ委長夜 ！止＊－：約十,,cl；学合中心に講義する。

f苧同σ〕:crr1/J1c'.',1.、；tj; 'I土1，－：：，欠とする， ll'iに朽i土滋；1；大 1933,;F所江大学の人事：紛争（許は北京農科大学学長に

予の学長であ Jた〕o j匡•／11｝）で南京の同民政府実業部所轄中央農業実験所技IE
i誌は労民学｜；えでふ7主セす，：，かたわらfl!);｛市二Uf:v.>,f;U.·•/ にq日［＇，， [ri）所農業経済科主任に就任する。

を通しと 一氏支普及！事業にもたずさ，わる ］理論だけ 沈宗織によると湯氏は同農業経済科主任在任時に簿記

でなく実践の場をももったのである。 記帳に上る~家経済調査に従事したが惜しむらくは中日

192円午夏労史学院は｜可ん：第三rfq11大＇＇／ !l'l'f:!i，むと改fr, 戦争勃発で被告さは未発交のままとなったという（ii5）。

光の／Fl校がl"V/:院に，，j昨Jffiノぐ向くばか，；＇， fl（協111］キIL{,-']1 思今にこの実家終済書聖心鴻査方法の湾入はアーレボ一致

、計〕人民長iJ比1'1i＇二代！日 JHr:i:: L fj1Jパl！こr ;t.'.IJ lりびげ；－： ；受の f:'('/Lf価学に負うところが大であっ t~のであ人 ＇J 0 

, r'iJ ,j LC i,fl'J±'.l!<)J; ~ j, ＼よりIIj心。 モ,1!fこ！ 仁t；；，：応大’yv ） ~'k'.；た簿i訓告，r:~ (1958斗，,i),'.,'t:)の

J＼ロリlf：がに；i¥ (,11J11ri?D・l：十（［：！＇.111i行j. ii (ll)fdt)：』 1・11i!'.rtt・t,;I’惇’干，l/1む＿＇｝＇，が iリ25'1、ほじく fーレ，r一教；受に
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f；司； ifした同本伝ir:;申s門主段によっ、て＂生；、 γされたことと関

連して !-'5えると＇： :IIに興味液いιJ

l'l:344-C.i弓と；，tゴミ（主1＂〕交友 i士主力冶（j,(['.1ドrJ:i；ミ空了u，主.cijf,1) 

¥{jiJ；市就任でi¥i:i斤I_, i,~ 1：二 7,1,,]1『i；こは2去の JCRRC'))F{ 

1と純長銭xr・ 什C¥52午に・'11陪初心＇） fをffとLて！（、：I<l<1／）：宏

司に1961庁主で，＇f任〕が話！！所長どして在ffLていんc

i号），：人の「伝略」 ど 「・Jf.m作jにN,<,'.:: 1934；ドド；／r,¥F予約

要l；存でrfr央政治学校 CNの！宝1｛，：政治大学）地政学院の教

t::1:を兼ねろはか同研究室1：作そt1f£f，ふてれが泌氏の｛

;ii~キ右前iFマピお上 Ul司！主党のJ;';cJ限必対〔に－／； hカ小；1与P .(Jノ ）:lj」

f地ど tr｝竺 ！， ; '.-,' l司民党のf宅地t;'，；＇（にち～1j--t-;:, J湾機？

な i丘二 l::; t 1::: ＼，かく『 七f也問題；ご陪i寸る{ilf冗ttJCl23可～

i-1 Ji I I 1東摂来引1~－苧干支に職を干す， L た時点か「）f;｛；め t,;/t-,

レ五（後述書；、WOことがより工rたであ7，う。
今，J;、L＜その問o.iH草についてれて Fてみとう c

市Niの.r己--1-!, -~ ；ちで：.t,1C(¥2{flfrifJ:lにおトて；誌がおl

,¥l L竺士1也問題討l；命会にはせ2'1Jllできなか〉た（ヲ－：，ソ

,;rm学Jト人門町同途中7がl'l'¥3｛［＇・初め (f)'111しlJ也政’アi吉cパ

！之江大会lこ十ち川1そ要I；寺FれだがちfJII守－・＂7-U、》；－＂ it!, 

!1:.:1t I’！「）オ：りIiitn 、［たりにな人のお／＇， :l¥!:J也正女学院の！日！

’；＇tltと！日j上Jil_r政γ民会内例心；討の！人と L「げ符Lたと v

,l,;l ＼；が，111;1地政学会になiJll'f'心二 1:::：.了宅、主主上 LとL

／よかノ／： J盟出合 Ii•］じく？箭：士、泌氏；士市土、f{Jf冗 t\ C-. 'Iiぷか

:-, i'I己cri-.H:iHu聞をj,';j守 I, r-1：一会科JF全（JI ’•；t L亡いたい

と（、 とn会H学し＇） jj'l'fトこ入，：， f：地日1;:）許，t:¥J閉そ中てはよーみ

には i•)k そだ ii ：：＇ ぎなし、土 ι誌がい｝みごと説明「イ5 {iiじ

;) t，みに i:11た政治や校：t，、＇＇1 初 'i'i 叫I~ ［＇~ ¥'t'.'111九E士lfrγ

1主と｜卜'f:￥卜！ =・ '. ；：，土.－Jiこ，よJ号TL，ドjに：士r長11I:淀：♂

ご， Jil_ru.t:?!([; tそ円H,n:J也氏側／完全！干の段々 でふ， r~. .'Uc 

j［支研究f)t(,T) >:) /f '~ J頁：：..t ，：：，と，；.；，H,.tI IJ血行政存P'l人

上を英成 L, 'i"1と OJJ論Ifill主党中 •.lieのこと）の上i位]lJ: 河二

cf）推j隼にi1Hiえる｜ とあ》て， 人学資十存itJミゴネi,しくはベi

l'Yti安オ:thで各級地政機関に 1r-rILMrえした長に限

，・，れ，修業（f限；上；l"'t期で12カ)J' 'r号店J土修Ii乏rt：央力、

<', 1手倣j也政伐む1に派遣きれと＇.，＇）予となー》ている 7¥ 

[ri］じ頃菰幻グPレープとは異なる1)';（／）グル－・／が孫峰村

どよお干nilとを代夫：汗に中 l±iJ~－十一！経済イ！耳究会の結成を熊防止L 

つつあ J、ナ~ (Iii］研究会の1E.1:¥'.:11＼！；立WJれはまだ去っきり誠

べが＇）＇、、口、 f(Iィ、が｜司会内校長関悲『11'ii4tき村.Dのれ1J1二！！日

, t1 lJ34ij -10 ! l；こ予き！「！J：＂れ r:

、＇ill.1fρ• ！ 'I 吋♂〕似司：］（0）研冗－／＇f ぴ〉多＼ i土代if，グ>i1尚の午量軒f ,¥ 、

士；己J井L、う斗；二 「 iili'/f付~!f冗」 d一） "-' llノ；を.＇；，〆二 h込に／1えケ L； 

一一一 料一

レたのがオ下実のようである。

i;'f!}; （自民ど思われる〕出身であるがゆえに湯白人が

門学の実学に決若したのもまた＇ lf’支と,ia,われるが、 町民

:l•： 氏、先牛J己念集』の3在家の；ti草丈のばしばしにうかがわ

れう主りに， i己主政洋の渦にまきこまれることを係「をに

符戒し，研究i留に強い執若をもお続けたようである。と

の三 Eはi号自身の個性にも上ろうが，三与時のrp同社会と

rji[fJPi: '7/-の呉体的反映がPcの当時の行動を部分的に規制1

1た土考えられなくもない。

；号i土 it丹江大学干E{子時代か人中用地政学会の会民（議店；~

子＇尽か？ ）であ －－，t，こよろであるが＇：＇ 181『地政月干lj』の編

(I¥ r,－の l人ELておI傍されるのは中岡地政営会の第 I[i:'1] 

FTI '/l会第13次会誌 (1933{f-9月lM:l）においてのことで

;(,, <• t:てn

このII寺湯は先に述Jミた上ろに杭，HIの淑江大学農学院か

れ市立ギ夜iliにある中央実業実験所に干名.－，た時期iで， i也

政乍院がは実験f＂庁の隣接地中 1!1陵商内にあったとともあ

ぺ，；＼；＇，；土＇［｝まになれば既述の i也政学院研究員黄京特を

訪れ吃。それ以来総~.i::ita淡する三とも多くなハて蘇の

弥日、寝泊，＇；，＼析れなく j色政ρ手院tたがって地政月「！）とも関

係をnt-, 11f1rh t= .i::思われる，しかし滋l土地政学院におい

-:・t災害t経常土 f民業問題討論j を中心と Lた教学と徒

には、研究の企i山I実施ならびに研究指導を中心業務とす

る研究主主任を萩ねることに力をそそいだ上うである

~Le ＜）ごう，泌氏は1935年 1 月以、降第 3 回理事会の｛応

;';lifl＼！七にあ［ jられ引き続き編集委員をN"Jする内第4同

f!!''l正会 (F)36午 iJ・J)はさらに氏を理事に昇格させるほ

かi司会財務股長！Jl＇任と編集委尽の tll''i~',I詩的行てた。

京汗がる時べt士どころではI坊が地政JjTIJ f調査可能のハ

ノり｝ンノミーはおlj刊号か「＇ ?r,5巻第2・3期合fl］支でで

fいる）にた夫した論説にはF認のものがある。

¥! 1 1設業経＇i¥!j.上地利用j （第 I巻第12号， l'l33fド12

) 1〕ο

｛三II！.：＇：＇.業経付与土地利用形態 J （第2巻第 5其lj,1934 

'I忌)i)。

け［討議、組｛fH問題jにおける発百（第4巻第4・

5 J切合Tlj, 1936午5月）。

:4 l 1丙市各省之士i也利用与農業問題j一一1936年4片

付日杭外｜占年会における治演一一（第4巻第4・5場企

{I], 1936>jご5Jj)。

（日）「中i可現II年白耕昔ll:1}1111良之分（｛［！反共経済状況之比

約｜ （与；らをお 2・：iWJ.';,flJ, 19:mr:-1 JJ)。
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てhらの論説に関する；：； ！えはりljJ)段会に譲るとしても

！丈i易氏の略歴の続きを 7す！トーすることにしよう。

1リ34年夏国府国防設計委宍会江川l¥i¥'tでよ上宗議員らととも

に阿北各省の薬業事情を視察司フ21935不いこは中央実業

実験所と地政学院の合弁で同じく沈らとともに四川，貴

州，2雲南3省の農業と地政に関する合同繍査を実施した。

これら一連の西北，西南中閣の農業関係調査はいうまで

もなく国内治安対策の一部としての農業開発と中日戦争

の伝送基地構築のための予備潟査士；Ul たものである。

1936年には時の江蘇省）！再~陳果うしし＇） j叫：うで江蘇省立i普

通J下院の農科主任を 1年i方向るの：，hIょにi普通学院とは

Fl36"Hこ清未民初の中間近代J二？主将の：1:({f張苦手の創設し

た1有通喪科大学，同医科大学， i柏町外大？を合併した大

学で，改組新発足まもない南通学院幾科の整備と新規出

発のためのとりしきりを湯氏は敏腕を見こまれて兼務を

捕われたのであるo 南通大生紗廠は中I割近代経済史上著

名な紡織事業であるが，その原料棉花の供給を蘇北塩害

地の開墾を通して言iろうとした告十両iもまた張寄の夢のす4

, Jであった。湯氏は南通学院におけ 0I b兼傍中たびた

び俳Jじ晴墾区にも足を運u実i也被然そ行なったUi101。

F1"7年中日戦争勃発でi工I吋に従

上d i ご併設が予定された奈西釈稽グ~ I fj〔iりこ泰西建設公

河に改称）のために雲南省で予備調資，｜司公司成立後は

雲南省南部建水脈に建水実験開塗［支の創設にあたるほか

その主任に就任した。

1938年国立雲南大学に新しく幾学院が付設されること

がきまり， j易氏は初代院長としてその創内にあたるほか

1'i/i記建水実験開墾区主任（実際の業務tt・!J｝石介があたる）

をそのまま兼務した。この間q,,jぐた険？での沈宗；.v.il.！：とも

に主f(.j省における食糧増ポ；汁｜両力策定に I,参画した。

194:=l年農学院院長を辞Lでl肯定に社寺 Niたに粛によっ

て創設された中国地政研究所の高！J所長の任に就くほか中

央政治学校地政系の主任をも兼ねた。その後国府の国防

最高委員会の経済専門委員会の委員にも耳専任され批判：し

た。ちなみに問委員会はかつての閣民党中央政治会議の

土地専門委員会が国防最高委員会の経済専門委員会と合

併 Lそものである（同委民会σJ~＼！J主任怒w土斎鋒〕。

1945年中日戦争の終結で1¥]，；（に復iも！li1府は土地行政

の推進を目的に行政院に地政容をi:'><".ii'cLfこ。湯は宇佐され

て面！J署長の任に就くが，ほどなく L てj也j[~警は地政部に

拡大昇格し湯はその初代政局次長〔目立応次官にあたる国

府の政務次官は日本と違って政務の実権を掌擁する〉に

任命された。

98 

L己のIrq府による地政署の新設とi也政部.，の拡大昇倍

以，いうまでもなく中共の農民運動（とi也改革を中心と

Lた）の攻勢に対する緊急対応策の発践にほかならない

が，鴻味深いのは蒲を中心とするグループが上記の対応

策の一環として国府による「土地改革法案」の制定なら

びに「耕者有其田J政策の実施を主張し，その推進母体

としてそれまでの中国地政学会を拡大して土地改革協会

に解消発換させることを主張したのに対して地政学会の

Jlj!守合は， Hi千相半ばした史実があ ＇） た竺とであるむll!}

(I｛対；0:1,lを浮かにする資料を目下のところ民ちあわせ

なL、のははなはだ残念である。今iをの調査に期したい）。

それは土もかく， 1947年には土地改革協会の成立がみ

られ，日1&:r.大会において「実胞とi也改革案jが決議通

過された。

1948年中共勢力の急伸で国府行政院は再度改簡を試み

たが，幾地改：般を当時の地政部長等の中枢が実施する意

：むがないと見て湯は政務次長を辞職，中米援助双務協定

に茶ノ；i,,、て新設された，中国農村復興聯合委員会，即ち

［（・：rm〔1<148{r10月1日〕に請われ同委民会の上地組組

長にMlする。

1/,J '1mn tうにJCRRは当初国府側が任命した蒋夢鱗，

'}r!Jif))，沈’；iJ告の3委n.と米国似I］が任命した R T.Mo-

yer, J. E. Bakerの2委員によって委員会が構成され，

J主任委員には委員の互選で蒋が就任した。

特はいうまでもなく教育畑の出身で，北京大学の総長，

教待部長，行政院総書長を暦任した。要は早くから平民

教育ぞ郷村建設運動に従事して寺干名であった。沈はすで

に述べたのでf~J愛するが， Moyer はrtのコ－ ~fie·大学の

：，，］級生でかつて山西省の銘賓学授の民主i：任のIt::にあっ

て小え， i尽きたの品種改良事業にたずさわったほか， 1946

＇！には「中， 't,農業技術合作団jの両l]f否反として中国全土

の爆殺事情の視察を経験した。 Bakerは華洋義賑会（略

称 CIFRC, 1920～21年の華北の千害による農民の困窮

を救済する機関として北京在住外国人と中国官民の共同

で設立きれた救済委員会が後に突棒，上海，太原，開封，

漢口，済南の同種機関と合併して，手書洋義賑会と称した

<1921年11月＞。同会の業務は農民投済だけでなく，堤

防液椛事業．道路建設事業，合｛付！：運動にも予を伸ばし

資，f干の主な源裂はアメヲカ赤十字等のア Jリカ子己資金で

あった‘ fをに上海国擦赤十字と合併く19371下10月＞〉の

♂Jf ( fl[! 'hに禍当〉ど総幹事を照任した。

JCRRは以上にみられる人的構成とその資金源が米援

の見返り資金であることから，米国留学者と親米派に
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よペコて会の人事は占められた。それに四時のアメリカの

対中間政策は中立を装い，間府の伝統的官僚体質には決

して好感を抱いていなかったのは後に発表された中関白

河で明白であろう。そのような状況下に湯が翁（出時か

れ； tすでに国民党内の有りなる派閥（二（＼系の有力な幹

川りの人脈に属していなが九段保されにのは，農地改革

/J 11／門家の多くが蒲グルーノに同十，：， 人たちに主って11,

／）＇二れており，中立に近い純米派にはへ Fがいなかった

こと，湯カZ斎グノレーブ。の人脈に連なる中でも，めがねに

かなゥた唯一の人物であることが， tf~ lの理rnと考えら

れる。

第2の理由としては，湯はナでに述べたよろに早くか

ら鰐，沈両委員と交りがあっただけでなく，農業組組長

ゴ二て予定された銭天童書どれfI:事の与えで同僚であった

てとが人事決定のうえで{ffljに；Tん人いとど思われる。

：了一 1の理由は湯自身がi可民党の'l'¥'itf内中では珍しく:jf,

む｛，＇r"'.Jで，学究型の事務11:1flflがよ（（｛fでH穏な実務家であ

ったことに求めむれ上弓。台湾出身の店名な奨学1H余慶

錯が「窓~ミ先生為人的態度，置世然従政佐久， {fl.始終保持

tji肉士人伝統的，＼M丸手f・是非，求質実， Jlj1前読書，オミ心

｛崎市，不梢党，不持I勢，従無私人恩怨J(, i 12）土L、みピ〈

もい 1 たと 1::が湾の間格を獲イけ上 ＇）＂

それはさておL、て JCER日発足、！？宇JJそY寸tな狙いと ）j

I./,: t. I '),7.1:,陽初の理論に:J;r・い、庁、 ｝； 戸＇C＇ヲJ設字教育運動か

い；守「L, ＇・か＜Slをに喪？でヰ，・＇I：昨今rn1；こ組織，最終段

m -:'l}i'dtf仲f：を通じと；千稀しり ii 三， ff ；寺下~l女1れこ進行，

戸れぞ「郷l支建設弁法J ＇.： 的、！丘、川、E角的換業科学を

湾入し作物，家禽・斉煩悼の！日機改良と優良品開の普及

を；:Iむ‘方， i穆i向抱設の振興と病虫害防除にカをそそい

で興産品のf持戒を促進するごとにおいた。三れはも t"，人

ん7tと Moyerの環論が巾心となった。

1力込し上，，包の：-Ji法だけ

・，は fてもないことから， U；、コグ） j 也 ff[,71~零減策と袋地改

'j'c,•J't施をも積極的にと i）あげぎろそ i'.｝なかった。

Lかし注目すべきととば、片時の堅実；11：－ヒ情勢下におい

くさえも沈宗瀦が記していろ上うに〆 I:l，小作関係の変

更に伴って惹起可能なトラブノレと地元の抵抗が国府の支

持基盤を損ねるごとを顧慮して蒋主任委員が親しく蒋介

宥に拝謁しセ持をとりつけて始めて減租政策に踏みきれ

たの？ある。

J易が JCRR土地組組長lで就任すろ々HJ時に「もし農地

,u.（泊士先に：t施しなけれ！！ごい（ : ＇：昨今ヵ 2あ7 てもその

Jけ，1（にょっともfこらさhノ：， 1によ；t:t ,1_,,tic11巳ti7)う今ところ

となるから，農民もまた増産の方法を受け入れないであ

ろう」と強く主張したといわれる（出14）。綾近東南アジア

の「緑の革命Jをめぐる議論を思うとき，歴史はなんと

こりもしなく人々はそれを練り返えして行くものかに興

味パ：ぜ、ものを感じるのはがとして塗7i1:l¥りではあるまいg

Ulilt旦泡長；こ着任した湯は囚ill，提言住等地にii色ぴ，減

,fl，.~「務庁有美酒j 政策に尽力するが， II寺すでに還く，

ltli守の大陪における放送の大勢はもはヤ挽回するに術が

なかった境地にあって，湯もまた JCRRの撤退とともに

台湾に移るのであった。

1949年秋に広州経由で台湾に移った湯は土地組組長に

関り，三七五減租，耕者有共国政策の実施（中でも実施

の大前提である， 「全省地籍総帰戸J一一即ち同一所有

f；のji)r有地を一戸に全部集中登録する作業 は氏の金

jiiljけ日蒋 1，・にf子なわれた〕と台湾における一連の築地改

市1,JCRRの豊かな資金援効を／'f景に推進した。この間

什ことはi乏の努書 LandReform in Free China(1954, 

Taip,.;i, Chinese-American Joint Commision On Rural 

Reconstruction）に詳しいゆえ割愛する。

1959年農地改禁事業の一応の完成から JCRRの土地組

I t略止され，同氏は農民組織組組長に西日置転換される。

この｜詞の仕事の中心は農会，治、会，水利会および青果運

l:i'i「干｛ril＞円業湾整備の輔導と業務IFWfJの促進；主主｝する協

力三！行す？にあった。

l'Hi:-1rrι n iこは中興大学学廷に任命され，同校の総高

mモ休場で心臓病の発作を国に逝fltする1966{1'11月20行

:l:で1,Jl立学長であった。享年68設でキ）..:, 0 

3， 資 料 紹 介

HIT'／勢恵旅先生紀念集』．本舎の体裁は近年台湾で刊行

された有名人の追悼紀念集とほぼ問様な形式をとったも

のである。われわれが本稿で取りあげるのは「伝略Jと

-:re令寸むの二部分である。

11ff節において筆者はすでに伝！院の大部分と紀念文のー

郊そ利用1て湯意表年婚に近いものを作！友Lてみた。そ

れぞ一rzLてもわかるように，渇の一生の歩みf土ある意

味では国府統治期の農学，土地行政，畏地己文章の歩みを

｛巴変するに相当するものである。

特に紀念、文iこおける片言隻句は執筆者の主観的意図と

は無関係にわれわれに多くの研究の示唆を与えるものも

また少なくないのである。次に前節においてふれなかっ

たいくつかの点について記してみよう。

I l黄宇：岐点；，記している1950年冬の「行政院三七五減租

三市：：iu C''P寺黄は内政部長〉の悦宗（fi,]i/1• 8～9ペー
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ジ） 11，その報告書を入手することに t＇て，当痔の i翠

1ffl'r日の三七五減租の結果につL、ての受取9方を知るこ

とができるしその分析をi脅して台湾の！？空地改惹｝こ濁す

；：.実態分析がより一層精紋さを力llえるこどが可能となろ

っ。
(2）沈祭7翰が湯を中心に閉川で実施した「二五減紐」方

案を当初アメリカのラデジンスキーは，賛成しなかった

が後に湯と同伴して視察した結果同窓を淡したばかりで

なく百日主であると賛辞を旦したという（1,;J番目～19ペー

ジ〕】以上の記述からラ干、ジンえ午ーの中国における農

地改市への干与は台湾かれでなく、 1Y4f(fj冬から始まる

[I可JI［における減租政策実施以来のごとであることがわか

る、 J立憾なことは上記方案に対ずるラ子ジンスキーの反

対意見の具体的内容は上記の記述だけでは明確にできな

いことである。反対意見を詳かに十ることによってラデ

ジンスキーの農地改草に対ナる見解の一部を把握するこ

とができょう。

同じく沈の記述（同書19ぺ－:.5'）かム現在実施をみて

勺「没地重劃j （農地の区画整理1・1nnは湯の提唱と

l'.l58I:：ーがら台南幌大甲郷お上び時東収rt.r!l区において行

なわれ k:JCRR主催の実験そ「均失どナることがわかり，

：：宅地改本後の台湾農業における主っとす〉大きな事業の発

端の一部がうかがえる。

(31先にわれわれは国民党の土地行政関係官僚の養城所

として地政研究班，地政学院ならびに地政研究所につい

て述べた。容i季洪（現霞立政治大学学長）の「潟窓孫、先

生与政大」の一文（同書26～28ページ）はわれわれに地政

芋院が修業年限を地政研先月！の lq：から 2年に延長し，

1939-4三には募集の中止令合うけて，地政nr修科に改組，

手生資怖を高卒者に更め，修業平｜授を 1与に改制したこ

と， しがる後1943年には｜可地政惇修科；土段、充されて地政

学糸となり，！日見の国府大学教育の中に地政学系（科〉

を設立したのはこれをもって最初としたこと等をわれわ

れに明らかにしてくれている。同府の大陸時代における

大学教育に関する研究資料となろう。

付）湯とラデジンスキーの意見衝突は先にも一例をあげ

とが氏の旧友黄通（盛岡高等良林出身，現政治大学教授）

の記ナところでは（同妻都之ージj台湾f宅地改革の第2

段階である公有地払下げの範聞に／ル、て仁意見のくい違

いがあって，湯は断固としてiぷらなか，Jこという。その

くし、i必、の具体的内容もまたわれわれ台内農地改革の研

究を志すものにとって興味ある題材であろう。

(5）いわゆる「緩靖区土地処理弁法」 (1946午10月国府

IO口

行政院に上って制定）の実施にまつわるトラ 7＂；，と実施

の背長はかつて湯の地政部の同僚（常務次長）であった

他i必殺のー文によって示唆される（日吉40～41ページ）。

伝1¥'m<：とは中共統治区を国民党が内戦の過程において再

統治した地区のことである。中共によって分配が終った

土地ならびに岡地区の地政に関ナる処理弁法として国府

は上記の弁法に基づいて付）小作農地は減租を実施しなけ

ればならない，その小作料は農産物の正産品（当該地の

十作物）のi以後量の3分の 1を超えてはならないと定め

た。（口）分配された農地は一律鴻政府がそれを収用する。

地面JjC')flllffl；土15年の分割払いとし，実物土地位券をもっ

てこれに充てとら，収用した農地はもとの小作農もしくは

現排民家にJi、Fげ， 15年の分割納付出血依iをよdムうと定

められた。興味深いのは上記の弁法がありながら各当該

省政府のほとんどがその実施を延ばし，湯氏が地政部長

の命で実絡の催促を求めるために華北の各省と江蘇省に

足を選んだもの，各省当局は地方「土紳」の妨害で郷村

の秩序は乱れているから実施する術がないといい，はな

は七しくは蘇 It還郷の地主のように、 ,i,:ltC'）清算調争に

:t')J[i Lた民J（に対して地主が報位行為にft-'，たむのさえい

とため， 1tLい無知の小作農， i/!＇.撲は:tt時党の誘惑利用

で大なる /I.I与ljそ演ずることとなったとNiはg氾している。

以上のような示唆はまたほかにもあるが，それは；流者

諸賢御自身の発掘に任せるとして次に移ろう。

（斗『湯恵撚先生言論集』：：本書は大きく分けて英文論

稿と中文論稿の二つの部分から1＆る。

先に英文論稿の日次を掲げよう。

,1: Iミentl:<eduction and Land Pllrcliase I勺ogram

（ゴI Stc1陪 in Implementation of Land Reform i11 

T.1iw日11

に汁 Observation on the Paytnellt of the Land Pur・ 

chase Price under the Land-to・－theTiller Program in 

Taiwan. 

(4) Land-to-the Tiller Policy and Its lmplementa-

tion in Formosa（本稿は Jen-LungChenとの共著〉．

向 RuralLand Reform in Taiwan. 

•Ii) Essential Points of the Urlはn Land Reform 

Program in Taiwan. 

'7) Land Reform and Agricultural I>cvclopment in 

Taiwan （本院は Sam-ChungH日ichとの共抗）．

(8) Contributions of Farmers' Association to Agn・

cultural Development in Taiwan, Republic of China. 
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l主主さに比、ご常iこ：ぢ1&,1>1也j，人におかれることから，その 小i'r:i!,U！受！ごしつ農業には民業の伎術改良と進歩が望めな

技術のJ佳Jじi上7者に工涌業J二比しと，存んどI ＇三の二どはう いことは先に述べた。さらに加えたいのは，技術改良に

Hの号室十iのすJ況から長；；t「》れヒ七 に》て生，，［のj現力11を期する内発（t'Jな契機は常に生ftiニtrーが

f;,;，うに 1土佐が士見ti 会経流体制ドでが手ijであるのは氏、H~ 多綴の生産をあげ自己の収入の増加を求めるところに強

i'I :j；の特性にもとに i）よるものであイ，IJ入 tiJ: 1'1 (4~ （／）持 する。 Lかるに小作伎の剰余価値が怒く地主によ.，亡Ji£

f主；土今たおi'l然！乃左目己売うけとL、るので，人カモ以ぐえ 惇0れる状態TCfよ，小作成にたとえ生産の的｝J[Iがあ－' 

IOI 



1971010104.TIF

F’F苧，..... ~ ....... .,. ...... .，.，...，...一一段 事，1... ＿.，－－町ア民「 C,C"",rc"＿~＿r,-C'"fO".~.ヴ.－－：~伊..－：~..－..－：.，－..－...－ o;-.－尻町内出＂＇............... ,,.~"O" ... ≪同町......~.,.,,. .. ，.，吋........ .,.,,,.,._~,,-,..-,,. ..... ，，.回目吋市町町山市吋＂，＜＂IS，，，，~，.，，目，m，四ザ.... ザ＂＂＂＇

’E ’ 

にと lごも，J、rnL；土そi,iこ：r－，－＂＿－点、げら il る力、＇）， ト11

t弐が技術改良；二 tっ、CW/，［又 Lた；＇；，＇.分はそけまま地！全 II巳

やすことにな：J，地iclJ-lf'. '1’こく二11,r:V勺1ミit iこ日l,J{ L '~' 

のが＿；－； taCb乙υJソ；I二から実際に＼＇I!ir: (1' j立を日P;(I実JU:

;i,tP；独立伝来J）ずる fト（1二土はなん、で技術改jミ山It)j子そfJ 

なうもの7；ゐン

J:id：からと］也私fiilWf 1－＇で広く h'tc、j,,/: －：－いら，j 、： 11'.~

(1JfW：、｜ごで；iH子力：，，、点、iこj佐JL,L ' j支計＇.J't,':1，、A‘に治よりC

!hつども、 ：；【 ＇｛｛生！ザ；工 ｛A ！＇.：~ として ii I i);1,: T’Tし‘己＇｛ P,ilt

取のj宜il:全？＂／，／（い乃で J,,－＇.，りたとえ C:i,ef.lしたtHi1が，＇；、 J

にど！てもJ竺ぷJ土；市には慢巳多く；tf｝：：！￥のままとう：人

らむわれわれの色付「l'.'f(i児は1,，，土 j,1 I 1 くそJc 2' !z,,')'. 

しJ1EゆJ1. JくIL、し、ζ。

, l,jはi,,'iしIJC i'I 1い；t全次のごとく取り ），； ) ，：＇.，。！＇lil!;ht 

II I」のar11J出を千lj)jjして｛JillIこi正ヰlずる，；，x_ :;tX：上v＞＇入

l［，＇.入 it＿：£；く生；＇i'古川十1111'.Jに!iiL，その剰余｛1tli:p'1', f;lj/T]' 

Ct主/,1:r&Hに｜ぃ川、 生庁二日J/iIJIJ-1,_, ,,: /:,PP土hア｝勺が． Ji 

’）＇：i tι、Jしもそうな「Jよみ L、仁うでふウ p

山知fin;W,'iii：こ／；j＇、11'1'ic1J!:'{H,1＞尖）iJ；‘L ,1;::cl，にじり〈〉

｜；｝也＇／己 t｛；こ t」l、、： 1.I;'~ :;, ＇ょくでjむfilli士！三，：，子t；く， [-i1ij,・ 

jl(＿：日；こ I /1，.心、J, ;';j¥t,’：tt↓） ：＿－ 之j人＼，ヘ .iu: <, ii:; 
I[品入J1店主Jil.'''1『：人ic-,{h＇｛へl〆：li! fJli ；，.；二j!ぃ、，・・.，， ご（’〉

上うな：！｝、！怠 l、では（fr(t7cl）千：i，也、負jll；ょ，H'i1、；」： 11>)1広三 tr
)jc-'.1資本l二； tj1',i;i1l]it'.JJむiL：六，）， 上1t1v,JHr11;-; i，士！・

FトW~i，司然どな （j a 

以上，;IJ'，，今flCll:lHJのq,1；，えとし、;l,,/Lζt 11日段どし、X-"

もその多くは小作農のおかれているl.f.:i;1；と大正ーなく，そ

の以人は’U賃十Ii'＇；郎分以外はことことく資本 lに L-, C 

収容されしこl- 1たが.， C長lトt：価値もま／こ；ミλ／.r.v 、ゆえ、

J主体Iの］笠Jか， fミ＇ifの日投n.そ；長ろ；｛，）Jもま允な1いのCあふ。

;t;,fよ結2，＇.：としし今日 のu白石、mかに i、で；土fト（’I, II 

i¥の」、子れも民主のjjl）下：；士 i当られたい，そもそ tr；＇~ tit 

！司交の』民主で， －~てH；土Iif:iくの：広／i)t;Ch主点、「＞1:1 ＇＇；＂.~ろて i:',e 良

L, 11%村1£：§耳を；lることははドのJ色、f;;であるc しか」＂に

民支の改良，；：＇~－！ J-Jコ；；1突は技術方法のjjt 与を i iり，守1/C

物の｝月産主：促;itすること Cf)Jめご可能とたる。そのlli'iJ

をi主はすもた.＇，： ~: t}支ゃIrr生以ヰ－mんで、 －.：：， りJc'>l,T志－~

[kl企耳'I..り！余力、なければt,，，な＇，＇ υ ずなJパ： l:ill!の払ffiL'J 

f芝tctR本的に改良「ることから＼ま fl/,J、なけiLはな ：'!.i. 

', 。なおJ:i血:fl、有i!Jlj)Qfi:;i;i_i上した｛をに1,,]ff もしく L士共有4

にすろかの論；t社会しfi 高の：t•広すると二ろであるが，

これはまたふくかムγ’おのJ（，~志すろ点で ι ぁ ζ，。そみ能。；

！主を＼＇か；三［司 I,'/J、に（「組織十」ド＼ラλ、；t;i）の；’l'，；命士

I 02  

またなくともi追いものむあろうという。

,g，上初期の i；地私｛jll,l]}J&iトぬから後iI O) iJi:Htl. lJI おii

JUll）~砲、ど実践のw：を広げ C いくが，その！品］に L 、かな

ノム：i必j上の心理，＇rJ1二j長誌泌がふったのか遺憾なが ：，，，｛／；•

にJ'，：，余怖を le!ドのごころ持らあわせぐいない。

LJ忠弘fril,IJの百定から反応fドj1::.i1JJ.1,rfrの実現を最終il 

l;;iと； i'.，彰if；む兵fll政策に踏み切－ ＇！ここと i土明らかに｝c'~、

とU：の和、保となるが，孫文の，＇1を＂是 ':: IてがF百一三fTJtilh攻；ii

U））：；胞がliillt党のitcれ r条でん•）だこ正から，1~f_ll！（の fli'lー

が，：／，；クyいー－＇'cl)ij-l山上手i1与が手！斥と L C)"1[:':',i しないま

まと ti:－＿，！三lもY;え「》.ll三、υ それ以Liと，！frグル－ , a1q 

J( f乙c,')Irr符 i、にらることか（，， [lヰ民党の政治法躍の解体

i,;-J'：起Lかねないj二i也c＇）んHL J主釘＼の道t,:iJ~，がう l ＇；んL

,¥ j:,J）；＿さきなか.，たのはモ！税当然な＝とであJらう υ

Ji, 1~ / 

iりJ:tl934l[：；、j、11：手/J、ら～℃なく， 1925午かんその伎はかなり

九勺、山守 ιわら。 上，（t_'.(IJ,fiJ）悩iこ品士lj!(/)j当l{rf,'Jff(J1¥＼ヤmぷ1/)

j、l月；，立さがあるごと；ょ「ff:れのmi両全またなし、もので；tりん

・:, ..それにしともだ’子かん研究に人 J ・ょこいJが）民主の校外j

じ＇，（（［＿山 1tu!1‘ら l:IUW＞打、｛1ゐ ,l,IJtttl'I］；こ （ ノけも r I くもj，くj品

.j ,' i t !~[: i.j.Jf, ', 

-1-f,d），二「'f, ＞てう〔方、f，山，；i≪ifi,':j；二’川、ぐ ノト‘尽にU＇.以

,¥ ! l ＜山、ノ，~. >t三f;i去の'i＇主泌が j：上（，，；＼で47Ci，その'i＇で七

' I二i,多、 ・UJi 土台；：＇~tノ J 二七五；成極と！長Jtll 改／（clこ l\tl す心，；~l

ti;・c、＇.｛J.欽に LCl6CAi，る。次に多いのは外i[JUJl~J也氏
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